
１.設置する学校・学部・学科・入学定員・学生数等

Ⅰ.法人の概要
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２.教 職 員 数

３.役 員
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Ⅱ.平成19年度事業実績の概要
大学・短大部
１.施設・設備（教育・研究条件の改善充実） 決算額
①非電離放射線による歯顎顔面領域疾患
の形態、機能画像システム 85,000千円
②透過型電子顕微鏡設備 39,900千円
③歯学部附属病院ＣＰＣ（細胞培養設備）
設置 22,365千円
④ユニットＡＶシステム 39,270千円
⑤マルチメディアの整備
「第三期・第１年次」 38,135千円

２.学生募集
①大学入試センター試験の導入
平成20年度入試より、文学部において大学入試セン
ター利用入試を導入
②多様な入試制度への対応
文学部・短大部では、複願における入学検定料の減
免（割引）制度を導入
③オープンキャンパスの充実
オープンキャンパスのプログラムを充実し、在学生
スタッフの充実を図り開催
④各種の受験情報媒体の活用
３.教育・研究
①魅力あるカリキュラムへの改善
文学部 英語英米文学科専門科目のカリキュラム改

編を実施
歯学部 新々カリキュラムを１年生から３年生まで

導入
短大部 歯科衛生科実務教育の向上のため新カリキュ

ラムを新入生より導入
②学生による授業アンケート調査
文学部 調査報告書を刊行し、大学ホームページに

掲載して広く情報を開示
歯学部 大学への要望に関して検討し、学生に対し

て回答を提示
③国際交流の推進
文学部 韓国外国語大学校との間で２名の交換留学

生を受入
歯学部 香港大学歯学部と姉妹校を締結 韓国、オー

ストラリア、アメリカ、イギリス、中国、
インド、ポーランド等との学術交流等を実施

短大部 シリア・アラブ共和国よりＪＩＣＡによる
６名の研修生を受入

④図書館サービスの充実
生涯学習セミナー受講者、附属校生徒への図書の貸
出サービスを拡充
⑤生涯学習セミナー講座の拡充
平成19年度117講座（前年度94講座）・受講者3,025名
（前年度比約25％増）

４.学生厚生・就職
①学内奨学制度の充実
②学生相談の充実
保健センターで専門医による相談と臨床心理士によ
るカウンセリングの統括実施

③課外活動等の活性化
獅子ヶ谷グラウンドを改修し、野球場としての本格
的な使用を開始
第39回全日本歯科学生総合体育大会において、アメ
リカンフットボール部・硬式野球部・サッカー部・
陸上部が優勝し、総合８位 他
④学生の健康管理の充実
麻疹が流行し本学においても罹患者が出たが、迅速
に対応
⑤就職支援活動の拡充
�父母対象の就職説明会の拡充
�学内合同企業説明会の充実
参加企業数100社、参加学生数199名（対前年度45名増）

�求人情報の提供等
学内ＬＡＮにより、求人情報を提供

⑥インターンシップ制度の充実
文学部２年生を対象に、インターンシップのガイダ
ンス、報告会等を実施

５.財務 校舎改築のための第２号基本金の積み増し
①歯学部施設維持引当特定資産の積立（２億円）
②文・短施設維持引当特定資産の積立（１億円）
６.歯学部附属病院
レーザー歯科専門外来と頭頚部心療内科専門外来を
新設

中学・高等学校
１.施設・設備
①校地の整備 新校舎建築計画に基づいた校地の整備
②新校舎の建築（総額30億円）
旧校舎（３棟）の解体及び新校舎の着工（９億円）

２.生徒募集
男女共学校化に向けた生徒募集を早期にＰＲした効
果により、志願者の大幅増

３.教育・厚生
①教育方針
�国際社会に対応できる語学力や異文化理解力を育
成する教育活動

�禅の教えに基づいた心の教育
②奨学制度の充実
幼稚園
１.施設・設備（園児の安全対策・環境整備）
①ホール内トイレ改修 3,570千円
②屋外教育環境整備（固定遊具の補修） 208千円
③教室天井の一部張替え 970千円
２.園児募集
①募集活動のさらなる展開
入園説明会・体験入園の充実
②地域情報の収集と積極的な広報活動
３.教育
①短大部保育科との連携強化
②仏教保育の特色を生かした教育の充実
保育カリキュラムの柱として、幼児坐禅などを含む
仏教行事の充実
③地域の小学校との連携強化
④保育補助員による保育の充実
４.財務 校舎改築のための第２号基本金の積み増し
幼稚園施設維持引当特定資産の積立（５百万円）
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Ⅲ.平成19年度決算の概要

１.資金収支決算総括表

国 庫 補 助 金 収 入
学術研究振興資金収入
地方公共団体補助金収入
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２.消費収支決算総括表

国 庫 補 助 金

学術研究振興資金

地方公共団体補助金
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３.貸借対照表
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４.財 産 目 録
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監 査 報 告 書（写）
平成20年５月27日

学校法人 総持学園
理事会御中
評議員会御中

監 事 村 田 恒 夫 〇印

監 事 上 村 映 雄 〇印

私たちは、私立学校法第37条第３項及び学校法人総持学園寄附行為第７条第２項に基づき同学園の平成19
年度（平成19年４月１日から平成20年３月31日まで）の学校法人の業務、財産の状況及び計算書類等、すな
わち事業報告書、資金収支計算書（人件費支出内訳表を含む。）、消費収支計算書、貸借対照表（固定資産明
細表、借入金明細表及び基本金明細表を含む。）及び財産目録について監査を行い、以下のとおり報告いたし
ます。
１.監査方法の概要
私たちは、理事会その他重要な会議に出席するほか、理事等から業務の執行状況並びに報告を聴取し、重
要な決裁書類等を閲覧し、設置されている学校において業務及び財産の状況を監査しました。また、会計監
査人公認会計士菊原進氏及び原田章氏から監査の報告及び説明を受け、計算書類等につき検討を加え、精査
いたしました。
２.監査の結果
（１）会計帳簿は、記載すべき事項を正しく記載し、事業報告書、資金収支計算書（人件費支出内訳表を含

む。）、消費収支計算書、貸借対照表（固定資産明細表、借入金明細表及び基本金明細表を含む。）及び
財産目録の記載と合致し、適法かつ正確に法人の収支状況及び財政状況を示していると認めます。

（２）学校法人の業務又は財産に関し不正の行為又は法令若しくは寄附行為に違反する重大な事実は認めら
れません。

以 上

独立監査人の監査報告書（写）
平成20年５月27日

学校法人 総持学園
理事会御中

公認会計士 菊原進事務所
公認会計士 菊 原 進 〇印

原田公認会計士事務所
公認会計士 原 田 章 〇印

私たちは、私立学校振興助成法第14条第３項の規定に基づく監査報告を行うため、昭和51年７月13日付け
文部省告示第135号に基づき、学校法人総持学園の平成19年度（平成19年４月１日から平成20年３月31日まで）
の計算書類、すなわち、資金収支計算書（人件費支出内訳表を含む。）、消費収支計算書及び貸借対照表（固
定資産明細表、借入金明細表及び基本金明細表を含む。）について監査を行った。この計算書類の作成責任は
理事者にあり、私たちの責任は独立の立場から計算書類に対する意見を表明することにある。
私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準
は、私たちに計算書類に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、
試査を基礎として行われ、理事者が採用した会計方針及びその適用方法並びに理事者によって行われた見積
りの評価も含め全体としての計算書類の表示を検討することを含んでいる。私たちは、監査の結果として意
見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。
私たちは、上記の計算書類が、学校法人会計基準（昭和46年文部省令第18号）に準拠して、学校法人総持
学園の平成20年３月31日をもって終了する会計年度の経営の状況及び同日現在の財政状態をすべての重要な
点において適正に表示しているものと認める。
学校法人と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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